
第130回 三方限古典塾 (′ 17,8,17)

昌 新吾 (1530～ 1018)『 暉吟語J(その3)

けだ    そん

1 沈静なるは最 もこれ美質な り。蓋 し心存 して放たれ ざる者な り。今の人は独 り居しんじやく                ゎずか                       すなわ
て事なければ、すでに自ら琴 寂にして耐え難 く、 綾 に事に応じ人に接すれば、便

はしいまま             しんきよう                     うつわ

ち口に任せ情を 恣 にす。即しこれ清 狂なるも、また徳を蓄うるの 器 に非ざるなり。
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(意訳) 落ち着いて物静かであること、これが最高の資質である。なぜなら、そ うい う人

は、心が しっか りと座 り浮ついていないか らだ。

ところが近頃の人間は、独 りでいると静かさや寂 しさに耐えられなくなるし、何か問題

にぶつかった り人に会った りすると、こん どは押 さえがきかなくなつて、出かませ をしゃ
べ る。これでは一人で超然 としていても、徳のある人物 とは言えない。

(参 考)呻吟語 。談道 「三氏の伝心の要法は一の静の字 を離れず。手を下す処は皆 これ欲を
すべ

制す。帰宿する処は都てこれ無欲な り。 これは則ち同じ。」 (三 氏 :儒教・道教・仏教 )

呻吟語 。存心 「天地万物の理は、静に出でて静に入 る。人心の理は、静に発 し静に帰る。
たくやく        すうちゆう                                 すなわ

静は万物の案籍、万物の枢 紐な り。動中に発出 し来たれば、天則 と便 ち相似ず。故に
ぼ う し       いえど    へいたん                                                   かぃしん

暴津 の人 と 雖 も、平旦 には皆 良心あるは、静に発すれ ばな り。過 ちて後 に皆悔心あ るは、
たくやく

静に帰ればなり。」 (彙籍 :ふいご)

2 沈静は絨黙の謂に非 ざるな り。意・淵涵にして態・間正なるは、此れを真の
ちゆうしん

沈静 と謂ふ。終 日言語 し、或いは千軍万馬 t卜相攻撃 し、或いは欄 天公衆の中に  |ltんげき                         そこな繁
][標凸藝じ遷議亀錫翼抒fτ私辱録運与言雪I懲曾彗書と■_語なしと雖も、|一たび飛揚動 擾するの意あらば、端座すること終 日寂 として一語なしと雖も

而かも色貌自ずから浮く。或いは意、飛揚動 擾せず と雖 も、而かも昏々としてねむ もの            せいせレねむ                                                   もの            せいせい

睡 らん と欲するは、皆沈静 と謂 うことを得ず。真の沈静なる底は、 自ずか ら怪々に
ぜんぶく              ぅち

して、一段全幅の精神 を包みて裏に在 るな り。 (存心)

(意訳) 落ち着いて静かであるとい うことは、単に口を閉ざし黙っていることではない。

心が深 く澄んでいて、態度がゆった りして正 しいことが真の沈静である。終 日語 り合い、

あるいは戦場で激 しく攻撃 し合つた り、大勢の中で慌ただ しく応接 していても沈静 を損な

うことはない。なぜなら、そこでは心の本体が定まっているか らだ。

ところが、少 しでも心が上ずった り乱れた りすれば、一 日中端座 して沈黙 していても、

自ずか らそれが表情に表れてくる。仮に心が上ずった り乱れた りしていなくても、ぼんや

りして眠つたようにぼんや りしているのも沈静 とは言えない。真の沈静 とは、心がすっき

りと冴え、その中にひ ときわ全 き精神 を包みこんでいる状態をい うのである。

(余説)沈静 とい うことの重要 さと、本当の沈静の難 しさとを繰 り返 し説いています。

じやく

寂 として一語 な しと雖 も、



3 悟 とは吾が ,い な り。 よく吾が心を見れば、便 ち是れ真の悟な り
(問 学) |

(意訳) なるほどと道理に目覚めさせ るものは、自分の心の中にある。 自分の心の奥底ま

で しつか りと洞察することが、道理に日覚めることである。

(参考)呻吟語。人情 「衆これ を悪むも必ず察 し、衆これを好むも必ず察す るは、易 し。

自らこれを悪むも必ず察 し、自らこれを好むも必ず察するは難 し。」

老子・上篇 「人を知る者は智な り。 自ら知 る者は明な り。人に勝つ者は力あ り。 自ら勝
つと

つ者は強 し。足 るを知る者は富む。強めて行 う者は志有 り。其の所を失わざる者は久 し。
しか              いのちなが

死 して而も亡び ざる者は 寿 し。」 (講談社学術文庫・113p)

吉田兼好・徒然草 「賢 げなる人も、人の上をのみはか りて、おのれを知 らぎるな り。我
ほか             ことわり

を知 らず して、外を知 るといふ 理 あるべか らず。 されば、おのれを知るを物知れる人 と

いふべ し。J(百三十四段)

道元・正法眼蔵 「仏道をな らふ といふは、 自己をなら
色な

り。 自己をな らふ といふは、 自

己をわするるな り。 自己をわす るるといふは、万法に 証 せ らるるな り」 (現成公案)

(全ての物事が自然に明らかになる)

4 公論 は衆 ロー詞 の謂 に非 ざるな り。満 覇皆非に して一人是なれ ば、則 ち公

論 は一人に在 り。 (治道 )

(意訳) 公平無私の正論 とい うものは、衆人の言 うところが一致 しているとい う意味では

ない。朝廷の人すべてが皆間違っていて、一人だけが正 しいことを主張 したならば、公論

はその一人のほ うにある。

(余説) 民主主義の名の下にある多数決の弊害を看破 した言葉です。 このところ、国の内

外における政治の現状か ら「民主主義の限界だ」 と度々言われています。

国会で強行採決が行われると、野党か ら「民主主義が踏みにじられた」 とい う声が出る

一方で、与党か らは 「選挙で選ばれた議員の多数決によって議決 したのだか ら、民主主義

を貫徹 している」 とい う反論 も出されます。 これは一体 どうい うことなので しょうか。

米国 16代大統領 リンカーンの 「人民の人民による人民のための政治」は、民主主義 を

単純明快に表現 していますが、その実践は簡単ではありません。

我が国をはじめ、多 くの国では代表民主主義 としての「議会制民主主義」をとつてお り、

直接民主制 しての 「国民 (住民)投票」も行われますが、それぞれ限界があります。

さらに、マスコミの威力によって毀誉が左右 されやす く危惧 されます。言論 とい うもの
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上)の 四つを知 るべきだ と教 えています。

(参考)呻吟語 。人情 「勢・利・ 術 `言、此の四つの者は、公道の敵な り。手を実 りて熱す

可ければ、則ち公道為に屈す。賄賂潜かに通ずれば、則ち公論為に屈す。智巧陰かに投ず

れば、則ち公
凛

為 IF辱
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計
ば、則ち公道為に屈す。世の幸を
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を受 くる者、音に金の五のみならぎるな り。慨す可きかな。」
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